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Listening Speaking【やり取り】 Speaking【発表】 Reading Writing 

A 

□ 簡単なあいさつを聞き取ることができる。 

□ 日付、曜日、天気を聞き取ることができる。 

□ 日常生活で身近な単語を聞き取ることがで

きる。 

□ 簡単なあいさつをすることができる。 

□ 日付、曜日、天気を伝えることができる。 

□ 短い自己紹介（名前・出身・部活動など）を

することができる。 

□ 日常生活で身近な単語を用いた短い英文の

内容を理解することができる。 

□ すでに習った単語や文法を含んだ短い英文

の内容を理解することができる。 

□ 数字を正確に書くことができる。 

□ 曜日、月名を正確に書くことができる。 

□ 日常生活で身近な単語を正確に書くことが

できる。 

B 

□“Stand up.”や“Come here”などの短

い指示を理解することができる。 

□ 短い英文や簡単な質問を聞いて、その内容

を理解することができる。 

□ 相手の言ったことが分からない時、聞き直

すことができる。 

□ 簡単な質問に対して Yes/No や単語だけ

でも答えることができる。 

□ 日常生活での出来事や自分に関することを

簡単な表現を用いて３０秒程度の発表がで

きる。 

□ 簡単な英語で書かれたまとまりのある英文

を理解することができる。 

□ 知らない単語がいくつかある英文をイラス

トなどの補助があれば、理解することがで

きる。 

□ 簡単な自己紹介（名前・出身・部活動など）

を書くことができる。 

□ 自分のことや身近な事柄について、短い英

文（３文程度）を書くことができる。 

C 

□ ゆっくり話されたら、自分のことや身近な

事柄に関する質問を理解することができ

る。 

□ ゆっくり話されたら、少し長い英文の内容

や活動の指示を理解することができる。 

□ 言葉に詰まりながらでも簡単な会話を１分

程度続けることができる。 

□ 自分から話し相手に、簡単な質問をするこ

とができる。 

□ 与えられたテーマについて、準備した上で

1 分程度スピーチができる。 

□ すでに習った英文を、発音やリズム、イント

ネーションに注意してスムーズに音読する

ことができる。 

□ まとまりのある英文を単語や熟語の意味を

調べながら読み、その内容を理解すること

ができる。 

□ 自分のことについて、理由を含んだ３０語

程度の英文を書くことができる。 

□ 身近な事柄について、理由を含んだ３０語

程度の英文を書くことができる。 

D 

□ 自然な速さで話されても、繰り返し聞けば

自分のことや身近な事柄に関する質問を理

解することができる。 

□ 自然な速さで話されても、繰り返し聞けば

少し長い英文の内容や活動の指示を理解す

ることができる。 

□ 自然な間で簡単な会話を１分程度続けるこ

とができる。 

□ 自分の発表に対する質問に答えることがで

きる。 

□ すでに習った内容を、写真や絵、キーワー

ドを頼りにすれば順序立てて相手に伝える

ことができる。 

□ 知らない語句を推測したり、背景知識を活

用したりして英文を読むことができる。 

□ １５０語程度の英文を何度か読み返せば、

全体の内容をだいたい理解することができ

る。 

□ 自分のことについて、辞書などを用いて理

由や例を含んだ５０語程度の英文を書くこ

とができる。 

□ 身近な事柄について、辞書などを用いて理

由や例を含んだ５０語程度の英文を書くこ

とができる。 

E 

□ 自然な速さで話されても、自分のことや身

近な事柄に関する質問をだいたい理解する

ことができる。 

□ 自然な速さで話されても、少し長い英文の

内容や活動の指示をだいたい理解すること

ができる。 

□ あいづちやつなぎ言葉(Really? / Well, / 

Let me see, など.)を用いて、十分に対話を

続けることができる。 

□ 他人の発表を聞いて、内容に関する質問が

できる。 

□ 事前の準備がなくても、与えられたテーマ

について 1 分程度スピーチができる。 

□ １５０語以上のまとまった英文を１度読ん

で、概要や要点をおおまかに理解すること

ができる。 

□ 与えられた時間内で２５０語程度の英文を

読み、全体の内容をだいたい理解すること

ができる。 

□ 読んだ内容について、８０語程度の要約文

を書くことができる。 

□ 目的、理由、結果、例などの「つなぎの語句」

を用いて、論理展開がはっきりとわかる文

章を書くことができる。 


